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１Ｆ２Ｆ緊急時演習
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1
No.５ EAL該当予想時刻の記載遅れ（１/５）

２Ｆ「目標設定会議COP」には、SE31及びGE31到達予想時間を記載する欄がある
が、そこへの記載が遅くなった。
ただ、事象進展予測の共有は「重大な局面シート」で行う運用となっており支障は
無かったが、COP入力精度のさらなる改善を目指し、次の対策を実施する。

重大な局面シート
目標設定会議ＣＯＰ

SE,GE到達予想時刻 同時刻で記載無し
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2
No.５ EAL該当予想時刻の記載遅れ（２/５）

ＳＥ31・ＧＥ３１
到達予想時刻

事実確認

「目標設定会議ＣＯＰ」のEAL（SE31，
GE31）該当予想時刻のについては
「重大な局面シート」に、計画班が記
載した予測値を転記する運用となって
いる。

しかし、 「目標設定会議ＣＯＰ」の
EAL（SE31，GE31）該当予想時刻の
記載がなされていなかった。

重大な局面シート

目標設定会議ＣＯＰ

転記
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3
No.５ EAL該当予想時刻の記載遅れ（３/５）

優先入力を行った箇所
（全体目標、戦術、戦略）

ＥＡＬ到達予想時刻記載箇所
・1400時点では該当予想時刻なし
・14４５時点でＧＥ３１該当予測時刻の記入あり

原因分析１．転記にかける時間の不足
今回の事象においては事故進展が速いことから、早期の目標の設定（全体目標、戦術、戦
略）および共有を目的とし、当該箇所を優先的に入力していたこと、および、状況の変化が
速いことから、絶えず目標の変更を実施した結果、当該箇所の入力が後回しとなった。
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4
No.５ EAL該当予想時刻の記載遅れ（４/５）

1358時点でＳＥ・ＧＥ３１該当予測時刻の記入あり

原因分析２． EAL到達予想時刻は「重大な局面シート」で共有することから後回しとなった
現行ルールでは、事故進展予測については、「重大な局面シート」で評価および共有する運
用となっていることから「目標設定会議COP」への入力が後回しになった。
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5
No.５ EAL該当予想時刻の記載遅れ（５/５）

対 策

現行ルールでは、事故進展予測について
は、重大な局面シートで評価および共有
する運用となっており、実質的な問題と
はなっていないが、重大な局面シートか
ら自動的にデータを抽出し、目標設定会
議ＣＯＰへ反映する等の対策を実施し、
COPの精度を更に上げていく。

ＳＥ31・ＧＥ３１
到達予想時刻

重大な局面シート

目標設定会議ＣＯＰ

転記の自動化を検討
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6
No.６ １Ｆ通報文のMP番号の抜け・誤り（１/７）

＜時系列＞

＜問題点＞
通報No 判断時刻 通報時刻 通報の種類

1報 13:18 13:23 警戒事態該当事象発生連絡 AL地震

2報 － 13:37 応急措置の概要

3報 － 13:56 応急措置の概要

４報 － 14:26 応急措置の概要

５報 14:13 14:29 警戒事態該当事象発生連絡 AL地震

６報 14:40 14:50 警戒事態該当事象発生連絡 6号機AL31

７報 － 14:52 応急措置の概要

8報 14:45 14:55 警戒事態該当事象発生連絡 5号機AL31

９報 － 15:15 応急措置の概要

10報 15:08 15:21 特定事象発生通報 6号機SE31

11報 － 15:38 応急措置の概要

12報 15:36 15:47 特定事象発生通報 6号機GE31

13報 － 16:01 応急措置の概要

14報 － 16:27 【第6報の訂正報】 6号機AL31

15報 － 16:27 【第8報の訂正報】 5号機AL31

16報 － 16:27 【第10報の訂正報】 6号機SE31

17報 － 16:27 【第12報の訂正報】 6号機GE31

18報 － 16:30 応急措置の概要

【第6報】
モニタリングポスト番号の記載漏れ

【第8報】
モニタリングポスト番号の記載漏れ

【第10報】
モニタリングポスト番号の記載漏れ

【第12報】
モニタリングポスト番号の記載誤り

＜通報実績＞
通報実績と問題点
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7
No.６ １Ｆ通報文のMP番号の抜け・誤り（２/７）

モニタリングポスト番号の記載漏れ
（第6報、第8報、第10報）

モニタリングポスト番号の記載誤り
（第12報）

記載漏れ箇所

記載誤り箇所
正：No.4
誤：N0.3
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8
No.６ １Ｆ通報文のMP番号の抜け・誤り（３/７）

本部長 対外対応統括

通報班長

通報班員A
通報文作成

EAL判断
発話

通報指示用紙
手渡し ※１

通報指示用紙
手渡し※

運転班員
保安班員

プラントパラメータ
シート提供

MPシート提供

※１：EALNo.およびEAL判断時刻

通報班員B

①

①MP番号の記載漏れ
②最大値MP番号の記載誤り
③チェック機能が働いていなかった

②

通報FIX版
手渡し

③

通報
実施済報告

通報文
発信指示

NRA
自治体

等

通報文案
手渡し

通報文
FAX発信

特定事象通報作成の流れ
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9
No.６ １Ｆ通報文のMP番号の抜け・誤り（４/７）

ＥＡＬ通報時にＭＰ番号の
記載が漏れた

ＭＰ番号が空欄であるこ
とに気付かなかった

ＭＰの指示値の変化の有
無及び測定値の記載の
値が正しいかに注力して
しまった

通報訓練時にＭＰ番号を
記載する訓練の習熟度
が足りなかった

通報訓練時にＭＰ番号を
記載する訓練として１０、
１５条通報があるが、ＭＰ
番号を実際に記載する必
要がある対応が少なく、
記載する経験が足りな
かった

ＥＡＬ通報時にＭＰ番号の
記載を誤った
（誤：ＭＰ３、正：ＭＰ４）

ＭＰデータ表の読み取り
を見誤った（１行間違えて
読んだ）

急いで作成作業をしてい
た

１５分以内に通報する必
要があった

ＥＡＬ通報時のチェック機
能が働いていなかった

MP番号が抜けていること
に気付かなかった

MPの最大値の確認に注
視していたためＭＰ番号
に気が回らなかった

通報訓練時にＭＰ番号を
記載する訓練の習熟度
が足りなかった

通報訓練時にＭＰ番号を
記載する訓練として１０、
１５条通報があるが、ＭＰ
番号を実際に記載する必
要がある対応が少なく、
確認する経験が足りな
かった

MP番号が間違っているこ
とに気付かなかった

MPの最大値の確認に注
視していたためＭＰ番号
の間違いに気付けなかっ
た

通報訓練時にＭＰ番号を
記載する訓練の習熟度
が足りなかった

通報訓練時にＭＰ番号を
記載する訓練として１０、
１５条通報があるが、ＭＰ
番号を実際に記載する必
要がある対応が少なく、
確認する経験が足りな
かった

③

③

②

①

対策①

警戒事態該当事象発生連絡ならびに特定事象発生通報の通用様

式について、入力が必要な空欄箇所に色付け・黒丸（●）を記載す

対策②

通報文作成に焦っていてもＭＰ番号を見誤らないよう「敷地境界Ｍ

Ｐおよびダストモニタ指示値」の報告様式の隔行に対して、色を付

ける等して視認性向上を図る。

対策③

・本件に鑑み、通報文作成担当者および通報文チェック者が記載漏れ、誤り

を防止するため、通報文作成時に使用するチェックシートに確認項目を追加

③

対策④

通報班では、通報班ガイドの反復研修を実施する。研修は、通報班に新しく要

員が入った時、および、１年に１回の頻度とする。

④

④

④

④

④

原因・対策（１／２）
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10
No.６ １Ｆ通報文のMP番号の抜け・誤り（５/７）

＜対策①＞
警戒事態該当事象発生連絡ならびに特定事象発生通報の通用様式について、入
力が必要な空欄箇所に色付け・黒丸（●）を記載する等し、必要な記載箇所の
視認性向上を図る。

＜対策②＞
通報文作成に焦っていてもＭＰ番号を見誤らないよう「敷地境界ＭＰおよびダスト
モニタ指示値」の報告様式の隔行に対して、色を付ける等して視認性向上を図る。

＜対策③＞
・本件に鑑み、通報文作成担当者および通報文チェック者が記載漏れ、誤りを防止
するため、通報文作成時に使用するチェックシートに確認項目を追加し、通報班のガ
イドに反映する。

＜対策④ ※２＞
通報班では、通報班ガイドの反復研修を実施する。研修は、通報班に新しく要員が
入った時、および、１年に１回の頻度とする。

※２：既に実施中であり、研修頻度をガイドに記載するもの

原因・対策（２／２）
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11
No.６ １Ｆ通報文のMP番号の抜け・誤り（６/７）

＜対策前＞ ＜対策後＞
対策後のイメージ(1/2)
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12
No.６ １Ｆ通報文のMP番号の抜け・誤り（７/７）

＜対策前＞ ＜対策後＞

対策後のイメージ(2/2)
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13
No.７ 特定事象発生通報の記載要領について（１/２）

1F
記載欄外の上段中央に「第15条」

2F
記載欄内の「第10条通報」の記載を
見え消しして「第15条通報」

「第１５条通報」は正し
い用語ではない。

事業者防災業務計画
に定めた様式を改変
（見え消し）
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14
No.７ 特定事象発生通報の記載要領について（２/２）

KK
記載欄外の左上部に「特定事象（GE）」

欄外に記載している
ので問題なし

2019年の山形沖地震
における・通報FAXの
誤記事案を受けて、記
載内容を見直しした際
に、地元自治体からコ
メントがあり、左上にあ
る「特定事象」の表示を
設けるようにした。
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15
No.８ 発生時刻順での記載（１/５）

２F第３報「警戒事態該当事象発生連絡後の経過報
告」 「発生事象と対応の概要」項目で、

13時33分 1号機原子炉建屋6階からの退避完了
13時35分 1号機使用済燃料プール水位No.7露出

と記載すべきところ

13時35分 1号機使用済燃料プール水位No.7露出
13時33分 1号機原子炉建屋6階からの退避完了

との記載になっていた。

発生時刻及び報告内容に相違は無いことから問題は
無いと考えるが、より見やすい通報文を目指し、以
下の改善を実施する。
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No.８ 発生時刻順での記載（２/５）

事実関係の確認１

通報班は、発話及び活動ログを確認し、通報文の
作成を実施していた。

1号機が急激に水位低下する中、Ｒ／Ｂ６ＦＬの
放射線量が上昇するおそれがある状況で、

1328 保安班長が、退避基準となる水位計No.6
露出予想時間の15分前であるの1333に
R/B6FLからの退避指示

1333 計画情報統括が退避基準時間に到達した
ことからR/B６FLからの退避を指示

1335 運転班長が水位計No.7露出

について発話を行った。

保安班長発話

計画・情報統括発話

運転班長発話
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17
No.８ 発生時刻順での記載（３/５）

事実関係の確認２

通報班は、前記情報を取り纏めて「警戒事態
該当事象発生連絡後の経過報告」を作成した
が

1333に計画情報統括から出された水位計
No.6露出予想時間の15分前に達したことに
よる1号機の退避指示、
その後に1335に出された1号機水位計No.7到
達の報告について記載したが、
水位計の位置関係から1号機水位計No.7到達
の方が早いと判断し記載順を入れ替えた
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18
No.８ 発生時刻順での記載（４/５）

課題の洗い出し：時系列に関するチェックが漏れていた

通報班は社内手順書により通報文の記載は時系列で並べることとなっ
ていたが、発生時刻及び発生事象の現物チェックは実施していたが、

時系列としての時刻チェックが漏れていた。
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19
No.８ 発生時刻順での記載（５/５）

対 策

１．チェックシートに時系列に関するチェックについて追加

通報文のチェック項目として、記載内容についてのチェックに加えて、時系列
列に事象が並んでいるかのチェックを追加する。

２．社内手順書に今回の事例を記載し、周知を行う

社内手順書に今回の事例を記載し、周知を行い、通報班内で理解を深め、通報
文作成時における留意点とする。

３．上記１．２を周知徹底のうえ、訓練を実施し、習熟を深める。
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20
No.９ 消火活動開始が遅れた件（１/７）

運転班長
統括指揮者
（当直長）

現場指揮者
（当直副長）

隊員
（当直員）

隊員
(委託消防隊)

保安班員

免震棟本部

役割 主な任務の内容 要員数 出向開始場所

統括指揮者（当直長） ・消火活動全般の指揮 １ -

現場指揮者（当直副長） ・消火活動の指揮 １ 免震重要棟

隊員（当直員） ・消火活動
・消防署員への情報提供
・消防署員の誘導
・電源・ガスの遮断
・負傷者の救出救護

２ 免震重要棟

隊員（委託消防隊） ・消火活動 ６ 企業棟

保安班員 ・放射線測定の管理 ２ 新事務本館

現場

自衛消防隊組織表
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21
No.９ 消火活動開始が遅れた件（２/７）

火災訓練場所

免震
重要棟

①現場出向指示

②現場出向準備

④現場到着

No 実施内容 詳細

① 現場出向指示 統括指揮者は、現場指揮者に現場出向を指示した

② 現場出向準備開始 現場指揮者は、隊員2名とともに現場出向準備を開始した
⇒免震棟近傍の消防ハウスでY装備・全面マスク・消火服着用等を実施

③ 現場出向開始 現場指揮者、隊員2名は、業務車で現場出向を開始した

④ 現場到着 －

③現場出向開始

現場指揮者 ：1名
隊員（当直員）：2名

現場指揮者、隊員（当直員）の動線
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No.９ 消火活動開始が遅れた件（３/７）

火災訓練場所

企業棟 委託消防隊（6名）

正
門

①現場出向指示

②現場出向準備

⑤現場到着No 概要 詳細

① 現場出向指示 統括指揮者は、委託消防隊に火災発生と現場出向を電話で指示した

② 現場出向準備開始 出向指示を受けた委託消防隊6名は、企業棟内で人員確認行い、装
備を着用した
⇒Y装備・全面マスク・消防服を着用

③ 現場出向開始 委託消防隊6名は、企業棟近傍に駐車している化学消防車1台、水槽
付消防車1台に乗車し、現場出向を開始した

④ 正門通過 （正門は、緊急入構で通過）

⑤ 現場到着 －

③現場出向開始

免震
重要棟

④正門通過

隊員（委託消防隊）の動線
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No.９ 消火活動開始が遅れた件（４/７）

火災訓練場所

免震
重要棟

新事務
本館

保安班員（2名）

正
門

No 概要 詳細

① 現場出向指示 免震棟本部の保安班長は、新事務本館の保安班員に火災発生と現場出向を電話で指示した

② 現場出向準備開始① 出向指示を受けた保安班員は、入退域管理棟の委託員に放射線測定器を用意し、新事務本
館に届けるよう指示した
⇒電離箱式サーベイメータ、汚染サーベイメータ、ダストサンプラー

③ 現場出向準備開始② 保安班員2名は、新事務本館内で装備を着用し、委託員から放射線測定器を受け取った
⇒Y装備・全面マスク・消防服を着用

④ 現場出向開始 保安班員2名は、新事務本館近傍の業務車に乗車し、現場出向を開始した

④ 正門通過 （正門は、緊急入構で通過）

⑤ 現場到着 －

①現場出向指示

②現場出向準備（１）

④現場出向開始

⑤正門通過

⑥現場到着

入退域
管理棟

③現場出向準備（２）

保安班員の動線
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No.９ 消火活動開始が遅れた件（５/７）

火災訓練場所

免震
重要棟

新事務
本館

企業棟 隊員（委託消防隊）：6名

保安班員：2名

現場指揮者 ：1名
隊員（当直員）：2名

正
門

【現場到着後の対応】
• 14:22の火災発見後、自衛消防隊3隊は、各々の現場出向ルールに則り現場出向を開

始した。
• その後、14:43に隊員（委託消防隊）、14:47に現場指揮者（隊員含む）が現場に

到着したが、火災現場が高線量エリアであることから、保安班員の放射線測定後に消火活
動を開始することとした。 なお、現場指揮者は保安班員と直接連絡出来る手段をもってい
なかった。

• 現場指揮者到着から約13分遅れの15:00に保安班員が到着した。到着した保安班員に
よる火災現場周辺の放射線量測定を行った後、消火活動を開始した。

【問題点】
保安班が到着するまで消火活動を開始できなかった。
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No.９ 消火活動開始が遅れた件（６/７）

＜原因＞
自衛消防隊の消火活動は、保安班員が火災現場の放射線量を測定した後に開
始する手順としているが、保安班員の到着が遅れたことを考慮した手順になっていな
かった。

＜対策＞
保安班員の到着を待たずとも消火活動が開始できるよう隊員（当直員）が所持し
ている簡易放射線測定器を用いて、初期の消火活動に必要な場所（筒先・機関
員の周辺）の放射線量測定を行った後、消火活動を開始する手順に変更する。
なお、今後の訓練では、保安班員到着が遅れるマルファンクションを加え、手順の定
着を図る。

＜その他改善事項＞
現場指揮者は、全ての隊員と直接連絡できる手段を確保できていなかった。地震後
であることを踏まえた場合、アクセスルート損壊や業務車のトラブルにより到着が遅れ
る可能性があるため、全ての隊員の出向状況や到着遅れを把握できるよう、トランシ
ーバーの所持を手順化する。

原因と対策
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No.９ 消火活動開始が遅れた件（７/７）

火点

：簡易測定器で測定する場所

筒先の周辺

筒先の周辺

機関員の周辺

現場指揮者の周辺

対策後のイメージ
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No.10 複数号機発災時の発話統制（１/５）

今回訓練では複数プラントの発災を想定した訓練であったが、より使用済み燃料プールの水位
低下率が大きい1号機を優先号機とし、発話統制を行った結果、4号機に関する発話が減ったこ
とにより、4号機の情報共有が少ないと感じられる場面が確認された。
（ただし、社内情報共有ツールにより情報発信は行われており共有はできていた）

実際には社内情報共有ツールにより優先号機以外の情報も共有されており、問題は無かったが
、今後、事象進展が近い状態での複数号機発災に備えさらなる改善として次の対応を実施して
いく。

13:10 13:20 13:30 13:40 13:50 14:00 14:10 14:20 14:30 14:40 14:50 15:00 15:10 15:20 15:30 15:40 15:50 16:00 16:10 16:20 16:30 16:40 16:50 17:00 17:10 17:20 17:30

優先号機

1号機 AL３１ SE３１ SE01
GE01
GE31

４号機 AL３１ SE31 GE31

１号機 ３号機

発話による情報共有が統制される

4号機
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No.10 複数号機発災時の発話統制（２/５）

本部内での発話による情報共有については、発電所の情報共有ルールに則り、計画情報統括に
より発話統制を実施することにより、発話の渋滞により情報遅れを防ぐ運用としている。

事実関係の確認１
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No.10 複数号機発災時の発話統制（３/５）

また、緊急で共有すべき情報（人身安全、放射線量、設備（火災含む）、環境、通報事項（施
設運用上の基準逸脱、ＥＡＬ）、重大な局面シートを作成した号機の水位計位置）については
定めてあり、発話統制中であっても割り込みで発話されていた。

事実関係の確認２
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No.10 複数号機発災時の発話統制（４/５）

今回訓練では複数プラントの発災を想定した訓練であったが、より使用済み燃料プールの水位
低下率が大きい1号機を優先号機とし、発話統制を行った結果、4号機に関する発話が減ったこ
とにより、4号機の情報共有が少ないと感じられる場面が確認された。
（ただし、社内情報共有ツールにより情報発信は行われており共有はできていた）
確認した結果から、
１．発話統制が行われていたことから発話での情報共有は必要ないと思った。
２．発話すべきか迷ったが、緊急発話に該当しないため発話できなかった。
３．社内情報共有ツールで確認できる事から発話は必須でないと思った。

との事象が確認された。

復旧班活動ログ（抜粋）

事実関係の確認３
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No.10 複数号機発災時の発話統制（５/５）

課題１．発話統制のルールが詳細でないことから必要な発話が漏れる可能性がある

現状、発話統制ルール及び緊急時の発話ルールは定められており、必要最小限の共有は行
われると考える。
しかし、事象進展速度が近い場合に、優先号機以外に発話により共有すべき情報のルール
が無い結果、優先号機以外の発話が統制され、情報共有に偏りが出る可能性がある。

課題２．発話統制により、統制外の発話による情報共有が行われない

社内情報共有ツールにより情報の共有は行われるが、複数号機で事象進展速度が近い場合
に優先号機以外の発話による情報共有が行われず、共有の遅れが発生する可能性がある。

対策：発話統制ルールの詳細を追加し、計画応報統括や発話者が迷わないルール作
成を行い、周知・訓練を行う

発話統制に関するルールについて詳細な運用方法を定め、現状の緊急発話に加え、優先号
機以外でも発話にて情報共有すべき事象についてルール化を行う。
修正されたルールを周知のうえ、訓練を実施し、習熟を図ることとする。
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No.11 本社目標設定会議の迅速性について（１/２）

役 職 目標時間 会議１回目
13：45～13:50

会議２回目
14：29～14:38

会議3回目
15：50～16:05

コマンダー 5秒 3 3 3

計画・情報統括（１F） 80秒 97 82 99

復旧統括（１F） 60秒 ー 45 85

計画・情報統括（２F） 80秒 57 59 91

復旧統括（２F） 60秒 21 86 240

総務統括 30秒 42 29 25

支援統括 30秒 ー 11 83

避難支援統括 30秒 ー 26 34

対外対応統括 30秒 ー 46 72

コマンダー（１F） 50秒 ー 42 37

コマンダー（２F） 50秒 ー 38 30

本部長 40秒 47 75 120

コマンダー（まとめ） 25秒 15 11 17

合 計 9分30秒 4分42 秒 9分13秒 １5分36秒

【各会議での発話実績】
本社目標設定会議所要時間一覧
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No.11 本社目標設定会議の迅速性について（２/２）

役 職 目標時間 会議3回目
15：50～16:05

コマンダー 5秒 3

計画・情報統括（１F） 80秒 99

復旧統括（１F） 60秒 85

計画・情報統括（２F） 80秒 91

復旧統括（２F） 60秒 240

総務統括 30秒 25

支援統括 30秒 83

避難支援統括 30秒 34

対外対応統括 30秒 72

コマンダー（１F） 50秒 37

コマンダー（２F） 50秒 30

本部長 40秒 120

コマンダー（まとめ） 25秒 17

合 計 9分30秒 １5分36秒

【各会議での発話実績】
本社目標設定会議３回目の所要時間と評価

下記事項に言及があり、内
容は妥当と評価する。不明
点を質疑・確認した結果、
時間を要した。
・自衛隊等との連動
・要員の交代
・リスク評価
・プッシュ型のサイト支援

カスタマーサービス応答率
等については省略を要検討

後方支援拠点の立ち上げ
スケジュールはタイムテー
ブルの共有で省略を要検討

２Ｆ側が１Ｆ側より逼迫した
状況ではあったが、１Ｆ側の
３倍近く発話時間を要して
いる。

復旧戦略は非常に丁寧に
説明されていた。要点を絞
り、発話時間短縮を要検討
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34
No.12 通報文の事業者防災業務計画との整合（１/３）

１Ｆ事業者防災業務計画の25条通報様式（様式９－１）



©Tokyo Electric Power Company Holdings、 Inc. All Rights 
Reserved. 秘密情報 目的外使用・複製・開示禁止 東京電力ホールディングス株式会社

35

10月7日緊急時演習時の25条通報（１Ｆ第７報）

事業者防災業務計画様式９－１（２／２）
と異なる3枚モノの様式を使用

No.12 通報文の事業者防災業務計画との整合（２/３）
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10月7日緊急時演習時の25条通報（１Ｆ第７報）

No.12 通報文の事業者防災業務計画との整合（３/３）
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No.14 １Ｆ共用プール安心情報の説明

共用プールに異常がないことを記入したプラント系統概要ＣＯＰを書画にて投影、
また、共用プールに燃料が入っていることは言及していたが、安心情報の発話はなかった。

書画投影時の状況

訓練時の書画投影COP（１３：２９）の状況




